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地域や住民にどのような影響を与えたのか。

　旧赤池町の再建時
から数々のボランティ
ア活動に参加する平
野アキ子さん（市場）
「批判しても前進しな
い。前向きに受け止
めました。自分にでき
ることはないか。気づ
き・考え・実行する
意識に変わりました」

分
た
ち
の
力
で
進
め
る
自
主

再
建
と
国
の
管
理
下
で
行
う

再
建
と
の
大
き
な
違
い
。
そ
れ
は
精
神

的
な
部
分
、
つ
ま
り
意
識
の
差
が
第
一

に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
意
識
改
革
こ

そ
が
財
政
再
建
の
要
点
で
す
。
自
主
再

建
で
の
「
少
し
の
甘
え
」
と
再
建
団
体

で
の「
大
き
な
危
機
感
」。
そ
の
違
い
は
、

時
代
背
景
や
取
り
組
み
方
に
よ
っ
て
差

あ
の
意
識
は

風
化
し
た
か

か
つ
て
旧
３
町
が
果
た
し
た
財
政

再
建
は
行
政
と
住
民
の
意
識
改
革

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
し
か
し
時

を
経
た
今
、
残
念
な
が
ら
両
者
の

危
機
感
の
共
有
は
風
化
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
往
事
を
語
る
肉
声
か
ら

「
あ
の
日
の
経
験
」
を
思
い
起
こ

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

往
事
を
語
る

自

　旧金田町の再建期
間中に財政課長だっ
た前収入役の田中純
生さん（金田）「政治
生命をかけた当時の
町長の影響は大き
かった。『鉛筆１本、
紙一枚もムダにする
な』という節約精神が
職員に浸透しました」

　旧金田町の再建当
初に財政担当だった
渡邉巧さん（神崎）、
東京で自治省との協
議中に娘が誕生した。
「目の前のことをただ
ひたすらにやった。意
識を高め、必死にな
れば再建できるとい
うことを学びました」

　旧赤池町の再建期
間中に財政課長だっ
た安武憲明さん（上
野）夕張市など各地
で講演「再建の原則
は『入を計って出を
制する』こと。計画
を着実に実行するた
め、常に緊張感と強
い意志が必要でした」

　赤池町商工会青年
部の秋元克之さん（赤
池）「当初は、ついに
赤池にも来るべきも
のが来たという感じ。
度重なる報道を見て
事の重大さを実感し
ました。職員の節約
ぶりに影響され、危
機意識を持ちました」

　旧方城町の再建期
間中、方城町商工会
の指導員だった松村
幸夫事務局長（伊方）
「商工業界にもあきら
めムードが漂いまし
た。町からの補助金
が減るなか、経費を
節減し、経営感覚は
磨かれたと思います」

　旧金田町の再建を
振り返る行政相談員
の田中和敏さん（神
崎）「当時は手数料が
上がったという記憶
しかない。再建は行
政の計画性と経営感
覚の欠如が招いたも
の。もっとしっかりし
て欲しいと感じた」

　旧赤池町の再建期
間中に担当係長だっ
た山本正則赤池支所
長（市場）「再建がも
たらしたのは職員の
意識改革、自らが今
何をすべきかという自
己改革でした。計画
行政の必要性を身を
もって実感しました」

　旧方城町の再建期
間中に担当係長だっ
た田丸孝司財政課長
（伊方）「赤字の解消
は再建の目標であっ
て、ゴールではない。
脱却後は緩みが生じ
ます。改善した財政
構造の定着こそが、
真の到達点だと思う」

　旧金田町の再建期
間中、町外の会社に
勤務していた松田清
子さん（金田）「予想
よりも生活への影響
は少なかった。詳し
い財政状況を知る機
会がなかったので、
一住民としては何も
できませんでした」

　旧方城町の再建時
に子育て中だった仲
島貴久美さん（伊方）
「保育料の値上げが直
接生活に響きました。
自分たちの町が国に
管理されているという
拘束感もあり、一日も
早く再建から脱却し
て欲しかったです」

は
あ
り
ま
す
が
、
行
政
の
決
意
と
し
て

住
民
に
も
確
実
に
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
旧
赤
池
町
で
は
「
行
政
が
で

き
な
い
か
ら
や
ら
な
い
」で
は
な
く「
で

き
る
こ
と
か
ら
や
ろ
う
」
と
、
不
足
す

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
補
う
よ
う
に
、
住

民
に
よ
る
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

が
自
発
的
に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
町

を
支
え
る
住
民
パ
ワ
ー
が
計
画
よ
り
早

そのとき行政が感じ学んだものとは何か。

い
再
建
団
体
脱
却
の
原
動
力
で
し
た
。

　

自
主
再
建
で
も
計
画
を
立
て
て
財
政

状
況
の
改
善
を
図
る
わ
け
で
す
か
ら
、

順
調
に
行
け
ば
財
政
を
立
て
直
す
こ
と

は
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
、
こ
と
ご
と
く

失
敗
に
終
わ
っ
た
の
は
、
簡
単
に
言
え

ば
行
政
が
計
画
ど
お
り
に
進
め
ら
れ
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。
民
間
企
業
な
ら
と

っ
く
に
破
綻
し
て
い
る
の
に
、
自
治
体

財
政
の
資
金
繰
り
は
制
度
上
保
証
さ
れ

ま
す
。
そ
こ
に
一
般
的
に
言
わ
れ
る「
制

度
が
許
す
危
機
感
の
欠
如
」
が
生
じ
る

の
で
す
。

　

で
は
、
旧
３
町
の
当
時
の
危
機
意
識

や
培
っ
た
コ
ス
ト
感
覚
は
風
化
し
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
「
風

化
し
つ
つ
あ
る
が
、
完
全
に
は
風
化
し

て
い
な
い
」
で
す
。

↓旧赤池町の再建中から現在も継続する
「ひこさんがわ夢の会」のこいのぼり掲揚。

　旧方城町の再建期
間中に財政課長だっ
た松尾英俊さん（弁
城）「国・県と町との
間に立つ担当部署、
チームの和があった
からこそ乗り越えられ
た。小さな力も束ね
れば大きな力になる
ことを感じました」

　

往
事
の
暗
い
ム
ー
ド
や
閉
そ
く
感
、

厳
し
い
経
験
の
記
憶
は
ま
だ
残
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
合
併
と
い
う
レ
ー
ル

に
乗
る
根
拠
の
な
い
安
心
感
か
ら
、
当

時
の
意
識
は
風
前
の
と
も
し
び
で
す
。

　

多
額
の
借
金
を
抱
え
る
福
智
町
で

は
、
旧
３
町
の
経
験
と
教
訓
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
と
、
危
機
感
共
有
の
再

燃
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

↑再建中、クリスマス時期に町を照らした
「赤池町を明るくする会」による新生の灯。


